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「魅力ある公的施設・インフラの大胆な公開・開放」について
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○平成28年3月30日、明日の日本を支える観光ビジョン構想会議（議長：内閣総理大臣）において、
「明日の日本を支える観光ビジョン」が決定。

○主要施策の一つとして、魅力ある公的施設・インフラの公開拡充が盛込まれ、「観光戦略実行推進
タスクフォース（現：観光戦略実行推進会議）」を中心に検討が行われている。

↑第20回タスクフォース（平成30年5月22日）資料より↑「明日の日本を支える観光ビジョン」参考資料より



※第20回タスクフォース
（平成30年5月22日）資料より
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※第20回タスクフォース
（平成30年5月22日）資料より
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※第20回タスクフォース
（平成30年5月22日）資料より
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灯台の映画等での活用について

作品
ロケ地やモデルになった

とされる灯台

映画「嘘を愛する女」（2018年）

ウズ鼻灯台（愛媛県今治市）
大下島灯台（愛媛県今治市）
アゴノ鼻灯台（愛媛県今治市）
今治港東防波堤灯台

（愛媛県今治市）

映画「青夏」（2018年） 大王埼灯台（三重県志摩市）

映画「悪人」（2010年） 大瀬埼灯台（長崎県五島市）

映画「ハナミズキ」（2010年）
湯沸岬灯台

（北海道厚岸郡浜中町）

ミュージックビデオ
「会いたかった」（2006年）

洲埼灯台（千葉県館山市）

ＪＡＬ先得ＣＭ（2017年） 能取岬灯台（北海道網走市）

アニメ映画「打ち上げ花火、下から見
るか？横から見るか？」（2017年）

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）
飯岡灯台（千葉県旭市）

○映画等のロケ地や作品に登場する灯台のモデルになったとされる灯台は全国に存在。
○映画等の撮影場所の誘致や撮影支援を行っているフィルムコミッションがロケーションとして紹介
されている灯台も存在。

◆映画のロケ地等として活用された主な灯台

撮影のロケーションとして紹介されている灯台 →
（長崎旅ネットより）


